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観測手引 （12）

　　　　　　　　　　　　太陽面観測報告法（2）

　南北孚球脚の報告　相町議の報告々ば太陽面全盟ミ，南北牛球別この二通　u）　i：すろ報告

法であろ．勿論出国群，数は夫々記入する・これは少し念を入れ索報告であろだけ，蟻封

薮だけ受取るよりも結構である．t：　s“此の爲めにに，太陽面の南北別々見誤ら鉱直様にす

ろ事が肝要である．猴ほ現在の報告用Wt・i：（t南北牛球別の相封籔た書き込む様には出來て

居tgv・が，歯噛改正しPう．

、白斑の報告　白斑は数へ難い．現在半数の人から報告か受けく居る・面積的でアよいと・

個殿では甚だ不確實ミも云へる．何故7Sらば，何分あkり明瞭でtg　v・から，シ1イングに

も大影響があり，ロ裡が小さすぎても見へtgU’が，大きすぎる器械に，シ1イングが良い

場合，未粒歌組織ミ混同し，太陽面上全髄に摘がつて，個数なんか明確には藪へられな

い・結tt｝Jtづ現在の所5・一IOCmの級の器械で，大きく群撒で数へて報告されて屠る．從っ

て李均2～5個位の数値が出て居る．大堀端の方で見つかろが，一白斑集團巾に三群位黒部

た包括して居る事も往々にある．．報告すろに越し†二事はないが，これは筆者自身も自信が

7SV’．グリ＝ツチの爲眞測定ですら，全く別個に二名が計測して準均して居ろ位であろか

ら，元來，齪測困難で，而も個人差も大きい事が知れる・

　各週車群の滑長記入法　軍に南北別のみ7gらす各黒黙群の清長を記入すろ更に詳しい報

告法であuJ，故三澤氏が永年行つ索所の方法である（BuUetin参考）・從つく現在の所，此

の報告法が先づ正規ミなって居る．先づ其の要項は，太陽課報告用紙に略號で記入してあ

ろが，例の如く，先づ黒貼群の番號た編入する．冒して其の群の防眩殿た記入し，更に異

字で色々な現象な略示する，旧例に從へば第861群は前月から引扱いて見へて居uJ・3日i：

西没しt：．故にwた附しtこ，第862群も同様前月から引目いて居t：から，】日は訣測であろ

が，861群ミ同eCl：・・ミ記入し，2日t：（i中央子午線書止過し†二のでCミ入れろ・其後次

第に衰微しく7日i：（i辛じ（見へ（居†二が，9日には見へなかつ7：。所で，8日は訣測であ

る．だから8日t：（i西没しアニのか，滑失しt：のか不明であるから・7日には軍ド個数た記

入する1＝止め8日t：（t何らの記入も行［tなかつ7二．次いで第863群1‡，2日に東雫球中央部

1：見られ†こ．故i：Eの経た附t，　t：が，1日t：aj派し旗のかも知れないから軍にE3ピのみ

記入し7二．右t：反し第86猛群は，2日i：Ct見べなかつt：ps，3日i：Ct見へ†こから2～3制目の

間t：突褒L7二事に厳ろ故にaの字な附しくE2aSUこ・第F・65ec（t，同様西配球に突証

しt；が，僅か一日で滑失しア：ので更：にdの字か附してW4adこ記入し7二・これは第863

群の9Ht：も見られる所であろ．第866群は亘大な軍獅黒貼群で，4日太陽の東端1：出現し

10日に中央子午線な癌過して行つす二。又第864群は，3日案爽後急速1；焚達し・8日L：（：中

央子午線通過し索筈だが相憎曇天であっ1：．だから・・の所にC？t附詑しt：のである・

　以上の例々再度示すミ次の通りである．（大丈字は藪：の前部に，小交字は後部t：附すろ）

　　a＝＝太陽面上1＝血鯛，　d＝消失，　e＝東端，　w＝西端，　E＝中央子午線より東・

　　W竃中央子午線より西，　C・＝中央子午線通過，　・・監維績
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　この方法tf　t，一見して各群の清長が知れうから（粗封薮の算出は勿論するが）相當良法

である・同時に概略位置か圖示（別紙）して概げば素人の槻測Sしては大盟漏足に近い報告

であろ．猫ぽこの雪気は各自の附號であって，一群毎に番號な附し，新生毎に其の下に線
た引いて｛卜い†こ方が，黒黙数字ご混同しないからよい．一日毎に門番號fteかへるのは良く

79V’．其の揚合には後から新群か別に藪へろ必要があり，從って誤る率も多い．こうして

置けば各月，各年の薪月数は，前年分（萌月分）な引けばすく’に出て來うし，観測しず二群や

籔の累計鍛に毎回の計算から一ケ年分でも十ケ年分でも直ぐに出て來ろ．猜ぽ此の場合稀

ではあるが，前月西浸し7二ものが再び東端に出現ずる様な壽命の長い大黒鮎の在る事であ

ろ．現在ではこの場合も新しい番勢昆な附して居る．故に必ずしも絶封的に新群このみは云

ヘナよいが，其の様なのは極あて稀であろから備考欄に記入して｛殴けばいいだらう．叉最初

二一であっf：　tのが，中央邊で一群になつれり，聖日の逆に見へ7こりすろ様な場合は，一

旦決定け二四一L始めのま・に從って肥くのが良く，稀には前者の場合には最初に戻って，

一群抽表から抹｝11∫する場ftもあろが，この時には其後出現しれ群の番號な改新すうか，一

別し7二口番號たrハツキリ認入して握かねばたらない．蓮に一孤》／／一が同仁に分れて見へて來t；

揚合は，鍛伽撚なスケッチがテよい限り，以前に遡って分群する事は危瞼である．

　以上の方法ばBunatinにも探用じ（來t：．然し不足は3）る．第一一燃黙詳の清長が数宇

でのみ表現されて1胸，軍に数字だけで其の讐の眞の大小が判定出來ヵ：VS．又出現の東西

の位置は概略推測出船うが，南北の緯度の方lt表のみからでに解らない．だから大髄緯度

に三って，中央fte　O　rl附近に，外側（北は左，南ば右）を高緯度こして，山群か祀幽すれば

良いが，同じ位の緯度に澤山出現しtこ開合には困る．事實、今年の如き最盛期では充分に

この方法は利用出來ないのであろ．（つYく）　　　　　　　　　　　（木邊記）


